
陸
奥
の
古
代
交
通
路
研
究
に
関
ナ
る
二
つ
の
問
題

山

安

彦

田

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

本
研
究
の
基
本
的
視
角

本
研
究
は
、
従
前
か
ら
筆
者
が
試
み
て
い
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
地
域
構
造
の
変
容
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
き

た
諾
研
究

T
)と
同
じ
流
れ
に
あ
る
ω

従
っ
て
、
本
研
究
の
場
合
も
、
そ
の
分
析
の
観
点
は
、
そ
れ
ら
従
来
の
拙
稿
で
試
論
を
展
開
し
た
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
の

漸
移
地
帯
の
歴
史
地
理
的
研
究
と
一
貫
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
そ
れ
ら
一
連
の
研
究
と
同
様
に
、
基
本
的
視
点
を
左
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

従
来
、

一
般
に
古
代
東
北
の
研
究
は
、
畿
内
側
の
史
料
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
き
た
ω

そ
れ
で
は
、
律
令
国
家
と
蝦
夷
の
漸
移
地
帯
を

究
明
す
る
の
に
、

一
面
的
な
解
釈
し
か
な
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
ω

然
し
、
蝦
夷
側
の
史
料
が
全
く
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
@
即
ち
、

そ
の
究
明
は
、
畿
内
に
視
点
を
設
定
し
て
、
展
開
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
ω

そ
れ
で
は
、
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地

帯
の
研
究
と
し
て
は
客
観
性
を
欠
く
Q

従
っ
て
、
筆
者
は
東
北
に
も
視
点
を
置
い
て
、
そ
の
漸
移
地
帯
の
究
明
を
試
み
た
い
ω

然
し
、
蝦
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夷
自
体
の
古
文
献
や
史
料
、
及
び
考
古
学
的
資
料
は
い
ま
だ
に
発
見
さ
れ
ず
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ω

蝦
夷
に
関
す
る
古
文
献
の
記
事
は
あ
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っ
て
も
、
総
て
畿
内
側
の
も
の
で
あ
り
、
考
古
学
的
資
料
も
蝦
夷
自
体
の
遺
跡
・
遺
物
と
し
て
明
確
に
究
明
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
推
測

の
域
を
出
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、

「
蝦
夷
」
並
び
に
「
蝦
夷
地
」
が
律
令
国
家
体
制
内
に
編
入
す
る
過
程
に
お
い
て
、

「
蝦
夷
」
並

び
に
「
蝦
夷
地
」
と
い
う
事
実
を
解
消
す
る
の
で
、
そ
の
解
消
す
る
過
程
を
分
析
し
て
、

「
蝦
夷
」
並
び
に
「
蝦
夷
地
」
の
本
質
や
基
本

的
構
造
を
把
握
し
よ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
ハ
2
Y
特
に
、

筆
者
は
、

東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
の
地
域
構
造
の

変
容
を
究
め
た
い

T
ヨ
そ
の
点
に
、
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
現
代
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
ω

」
こ
に
い
う
漸
移
地
帯
ハ
3
〉は、

律
令
国
家
と
蝦
夷
の
両
文
化
の
接
触
地
帯
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
漸
移
地
帯
を
分
析
す
る
に
は
交
通
路

の
研
究
が
、
そ
の
分
析
の
重
要
な
条
件
と
な
る
ω

今
日
も
な
お
、
交
通
路
は
地
域
発
展
の
動
脈
で
あ
り
、
地
域
開
発
の
関
数
的
役
割
を
果

す
ω

ま
た
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
文
化
の
伝
播
・
拡
大
に
は
交
通
路
に
よ
っ
て
前
進
す
る
Q

従
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

律
令
政
府
が
律
令
国
家
体
制
を
背
景
に
し
て
、
対
夷
政
策
を
含
め
た
東
北
開
発
を
進
展
さ
せ
る
場
合
も
ま
た
、
交
通
路
の
確
保
と
整
備
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
漸
移
地
帯
の
前
進
と
変
容
に
は
、
交
通
路
の
推
移
と
の
関
係
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
Q

前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、

東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
に
つ
い
て
は
、

若
干
の
試
論
ハ
1
)
を
展
開
し
て

き
た
が
、
交
通
路
を
取
り
挙
げ
る
の
は
本
稿
が
鳴
矢
で
あ
る
ω

然
し
、
先
学
で
東
北
の
古
代
交
通
路
を
取
り
挙
げ
た
論
稿
は
少
く
な
い
。

大
槻
文
彦
(
4
〉
・
大
槻
如
電
ハ
5
)
を
は
じ
め
、
喜
田
貞
吉
ハ
6
v
・
新
野
直
吉
ハ
7
〉
等
の
諸
論
稿
ハ
8
〉
が
あ
る
が
、

何
れ
も
『
続
日
本
紀
』
・
『
日
本

紀
略
』

-
『
臼
本
後
紀
』
等
の
古
文
献
や
『
延
喜
式
」
、
及
び
地
名
と
を
合
わ
せ
て
古
代
交
通
路
を
復
原
し
よ
う
と
試
み
た
論
説
が
多
い
@

な
お
、
最
近
、

日
本
全
国
の
古
代
交
通
路
の
復
原
と
そ
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
総
合
研
究
官
〉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ω

筆
者
も
そ
の

一
員
と
し
て
、
陸
奥
・
出
羽
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
臨
地
踏
査
を
進
め
て
い
る
。
筆
者
は
近
い
将
来
、
『
続
日
本
紀
」
・
『
日
本
紀
略
』
・

『
後
紀
』
を
は
じ
め
、
『
倭
名
類
衆
抄
』
・
『
延
喜
式
』
、
そ
れ
に
加
え
て
『
吾
妻
鏡
』
・
『
陸
奥
話
記
」
、
更
に
、

『
地
理
志
料
』
・
『
大
日



本
地
名
辞
典
』
及
び
『
駅
路
通
』
、
そ
の
他
、
交
通
関
係
の
詩
論
文
の
内
容
を
検
討
・
吟
味
し
て
、
従
来
の
説
を
整
理
し
、
一
応
、
陸
奥
と

出
羽
の
両
国
の
古
代
道
路
の
復
原
を
試
み
る
積
り
で
あ
る

av

従
っ
て
、
本
稿
で
は
陸
奥
の
古
代
道
路
を
復
原
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
陸
奥
の
古
代
官
道
の
北
端
部
に
焦
点
を
当
て
、
蝦
夷

と
の
関
係
を
配
慮
し
な
が
ら
、
古
代
官
道
を
復
原
す
る
端
緒
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
問
題
提
起
の
一
つ
で
あ
る
@
ま
た
、
繰

り
返
し
説
述
す
る
が
、
律
令
国
家
の
東
北
開
発
経
営
、
並
び
に
対
夷
政
策
に
は
、
道
路
建
設
が
基
礎
的
条
件
に
な
る
@

一
方
、
蝦
夷
も
蝦

夷
地
に
根
拠
を
置
き
、
生
活
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
位
置
は
不
詳
で
あ
る
Q

律

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

令
国
家
と
蝦
夷
地
の
両
者
の
道
路
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
@
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
両
者
の
関
係
か
ら
、
こ
こ
に
い
う

漸
移
地
帯
を
究
明
す
る
端
緒
を
見
出
し
た
い
の
で
あ
る
ω

然
し
、
そ
れ
ら
の
道
路
を
追
究
す
る
の
に
、
具
体
的
証
拠
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
@
そ
こ
で
、
二
・
三
の
古
文
献
の
記
事
や
史

料
、
及
び
現
在
に
残
る
口
碑
伝
説
を
基
に
し
て
推
論
す
る
こ
と
に
し
た
ω

従
っ
て
、
古
代
東
北
の
場
合
、
蝦
夷
関
係
の
口
碑
伝
説
も
参
考

に
し
て
、
古
代
道
路
を
復
原
す
る
と
こ
ろ
に
、
他
の
地
域
に
な
い
地
域
的
特
殊
性
が
あ
る
ω

な
お
、
も
う
一
つ
の
問
題
提
起
は
、
駅
家
の
立
地
点
と
形
態
を
想
定
し
、
現
存
の
地
割
形
態
や
明
治
初
期
の
地
押
図
(
地
籍
図
)
か
ら

駅
家
の
所
在
を
探
求
す
る
端
緒
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
@
駅
家
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
全
国
的
に
見
て
も
明
確

で
は
な
い
Q

尤
も
、
東
北
の
場
合
に
つ
い
て
見
て
も
、
駅
家
の
形
態
を
復
原
し
得
な
い
。
然
し
、
幸
に
し
て
安
手
県
和
賀
郡
江
釣
子
村
字

新
平
(
に
つ
ベ
い
)

延
喜
式
駅
路
の
陸
奥
の
最
北
端
で
あ
る
磐
基
駅
家
擬
定
遺
跡
が
発
見
さ
れ

2
v
そ
の
発
掘
の
結
果
、

に
お
い
て
、
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そ
の
駅
家
形
態
の
一
端
が
検
出
さ
れ
た
ω

こ
の
新
平
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
の
成
果
を
基
に
し
て
、
明
治
初
期
の
地
押
図
、
そ
れ
に
『
厩

『
続
日
本
紀
』
ハ
8
・
『
日
本
後
紀
』
(
話
、

牧
令
』
ハ
ロ
)
・

及
び

『
類
来
三
代
格
』
白
〉
等
に
散
見
す
る
駅
家
の

『
延
喜
式
兵
部
省
』
ハ
臼
)
・



22 

施
設
関
係
の
記
事
を
合
考
し
、
駅
家
形
態
を
想
定
し
た
Q

勿
論
、
そ
の
考
古
学
的
調
査
の
一
事
例
か
ら
、
駅
家
の
所
在
を
検
出
す
る
た
め

の
一
般
的
模
式
形
態
を
想
定
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
想
定
し
得
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
唯
、
東
北
に

お
い
て
、
現
在
地
割
形
態
や
地
籍
図
か
ら
駅
家
を
探
求
す
る
た
め
の
端
緒
を
見
出
す
試
み
と
し
て
、

一
駅
家
の
形
態
か
ら
駅
家
の
所
在
を

探
求
す
る
一
端
を
誘
導
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
@
従
っ
て
、
そ
の
形
態
で
、
全
国
の
駅
家
を
推
論
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
Q

然

し
、
磐
基
駅
家
擬
定
遺
跡
の
形
態
は
、
積
雪
寒
冷
地
の
特
殊
性
に
適
合
し
た
駅
家
形
態
で
あ
る
と
思
う
ω

陸
奥
の
古
代
官
道
の
北
端
部
と
安
倍
道

道
路
景
観
は
持
続
性
が
長
く
、
ま
た
、
道
路
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
位
置
を
踏
襲
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
持
続
性
と
踏
襲
性

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
歴
史
的
道
路
の
事
例
が
あ
る
(
ロ
ヨ

陸
奥
の
古
代
道
路
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
そ
の
具
体
的
証
拠
を
把
握
し
得
な
い

カミ

『
陸
奥
話
記
』
自
)
の
前
九
年
の
役
の
戦
況
や

「
吾
妻
鏡
』

S
〉
の
鎌
倉
勢
の
奥
州
攻
め
の
道
路
や
そ
の
沿
道
の
状
況
か
ら
、
古
代
道

路
の
極
く
一
部
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
ω

前
述
し
た
よ
う
に
、
陸
奥
の
古
代
道
路
に
つ
い
て
は
、
総
合
研
究
の
一
部
と
し
て
、
筆
者
が
担
当
し
て
い
る
の
で
、
別
に
論
を
展
開
す

る
。
な
お
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
陸
奥
に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
の
交
通
路
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら
そ
の
漸
移
地
帯
研
究
〈
1
v
を
進
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
別
の
機
会
に
論
ず
る
Q

従
っ
て
、

本
稿
で
は
特
に
、
陸
奥

に
お
け
る
律
令
国
家
と
蝦
夷
と
の
漸
移
地
帯
北
端
辺
境
部
の
道
路
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

当
時
の
陸
奥
北
部
に
当
る
北
上
盆
地
に
お
け
る
駅
家
は
、

『
延
喜
式
』

S
)諸
国
駅
伝
馬
の
記
載
順
序
に
よ
る
と
、

磐
井
・
白
鳥
・
胆

沢
・
磐
基
で
あ
る
ω

こ
の
官
道
(
駅
路
)

の
北
端
部
を
究
明
し
、
蝦
夷
と
の
関
係
を
追
及
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

筆
者



は
、
主
と
し
て
胆
沢
以
北
が
問
題
に
な
る
と
思
う
ω

水
沢
市
の
北
郊
「
佐
倉
河
」
に
「
胆
沢
城
」
跡
が
発
掘
さ
れ
た
結
果
、
確
認
さ
れ
た

が
ハ
却
)
、
胆
沢
駅
家
の
具
体
的
位
置
は
不
詳
で
あ
る
ω

『
倭
名
類
緊
抄
』
自
)
の
「
胆
沢
郡
」
に
は
「
胆
沢
」
一
と
い
う
郷
名
も
な
い
。
吉
田

東
伍
に
よ
る
と
、
『
倭
名
類
緊
抄
』
の
「
胆
沢
郡
」
に
、
「
白
河
・
下
野
・
常
口
・
上
総
・
余
戸
・
白
馬
(
白
鳥
)

-
駅
家
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
(
呂
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
駅
家
」
は
胆
沢
駅
家
郷
で
あ
る
と
説
く

az
然
し
、
井
上
通
泰
は
吉
田
説
に
従
わ
ず
、

胆
沢

駅
家
は
脱
落
し
て
い
た

a)と
い
う
ω

な
お
、
匝
沢
駅
家
の
位
置
を
「
上
葉
場
」
で
あ
る
と
比
定
し
て
い
る

axe。
吉
田
東
伍
に
よ
れ

ば

「
上
葉
場
」
は
今
の
佐
倉
河
の
字
「
上
幅
」
で
あ
る

aυ
と
い
う
が
、

そ
こ
に
駅
家
の
具
体
的
証
拠
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
ω

大
槻

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

如
電
に
よ
る
と
、

ま
た
駅
家
に
因
む
掃
部
(
か
も
ん
)
長
者
遺
跡
が
あ
る

8
)と
い
う
ω

「
葉
場
(
は
ば
)
」
は
「
馬
場
」
の
批
で
あ
り
、

に
水
沢
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
ω

そ
の
掃
部
長
者
曹
の
伝
承
の
あ
る
遺

跡
の
正
確
な
位
置
は
、
水
沢
市
佐
倉
河
満
倉
(
み
つ
く
ら
)
上
幅
(
う
わ
は
ば
)
高
山
に
あ
り
、
発
掘
の
結
果
、
焼
米
を
出
土
す
る
が
、

そ
の
遺
跡
は
、
昭
和
三
三
年
(
一
九
五
八
)

長
者
屋
敷
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

8
3

「
延
喜
式
』
兵
部
省
諸
国
駅
伝
馬
の
記
載
順
序
に
よ
れ
ば
、

扱
て
、

「
胆
沢
駅
家
」
の
次
駅
が
「
磐
基
駅
家
」
で
あ
る
ω

と
こ
ろ
が

「
倭
名
類
衆
抄
』
の
「
磐
井
郡
」
の
条
に

av
「
磐
本

駅
家
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
!
井
上
通
泰
は
、

そ
れ
が
磐
基
駅
家
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
位
置
は
不
明
で
あ
る
ハ
哲
と
い
う
@
然
し
、

岩
手
県
遺
跡
地
図

a)の
「
一
関
」
図
幅
の
一
関
市
赤
萩

(
遺
跡
番
号
一
二

に
、
磐
基
駅
家
擬
定
地
と
し
て
位
置
を
明
記
し
て
い
る
。
若
し
、

「
磐
本
」
が
「
磐
基
」
で
あ
る
と
す
る
な

『
延
喜
式
』
の
諸
国
駅
伝
馬
の
記
載
順
序
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
ω

市
も
、

『
日
本
後
記
』
延
暦
二
三
年
(
入

O
四
)
五
月
の

ら
ば
、

条
に
〈
号
、

「
故
波
城
と
胆
沢
郡
と
相
去
る
こ
と
一
六
二
里
、
山
谷
蛾
岨
に
し
て
往
還
に
顛
多
し
ω

郵
便
を
置
か
ず
ん
ば
、

恐
ら
く
機
急

23 

を
闘
か
ん
ω

伏
し
て
請
う
ω

小
路
の
例
に
准
じ
て
一
駅
を
置
か
ん
こ
と
を
」
と
奏
上
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
新
駅
の
設
置
の
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時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
機
急
を
闘
か
ん
と
奏
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
、
新
駅
が
緊
急
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

然

し
、
そ
の
新
駅
が
延
喜
式
の
駅
家
記
載
通
り
の
磐
基
駅
家
で
あ
る
と
論
定
す
る
に
は
障
開
館
す
る
ω

一
般
的
に
見
れ
ば
、

『
延
喜
式
』
の
駅

伝
馬
(
お
〉
の
記
載
通
り
に
、

「
胆
沢
駅
家
」
の
次
は
「
磐
基
駅
家
」
で
あ
る
と
考
え
た
い
ω

と
こ
ろ
で
、

延
暦
二
三
年
(
八

O
四
)
か
ら

『
延
喜
式
』
の
編
纂
が
完
了
し
た
延
長
五
年
(
九
二
七
)
ま
で
に
一
二
三
年
聞
を
経
過
し
て
い
る
が
、
駅
路
の
変
遷
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
か
ω

大
槻
如
電
は
『
日
本
後
紀
』
の
延
暦
二
三
年
の
条
か
ら
、
胆
沢
の
次
の
駅
は
磐
基
で
あ
る
と
考
え
、
更
に
「
磐
基
」
は
「
磐
幕
」

(
は
な
ま
き
)

の
草
幹
よ
り
誤
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
花
巻
に
、
そ
の
位
置
を
想
定
し
て
い
る

av
一方、

吉
田
東
伍
は
、

胆

沢
・
欺
波
の
中
聞
に
「
磐
基
」
の
駅
家
を
推
定
し
て
い
る

av
な
お
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年
(
七
五
九
)
九
月
の
条

a〉に、

「
始
置
出
羽
国
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
・
玉
野
・
避
翼
・
平
支
・
横
河
・
雄
勝
・
助
河
、
井
陸
奥
国
嶺
基
(
み
ね
も
と
)
駅
家
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
、
字
体
が
類
似
し
て
い
る
の
で
、

「
磐
基
」
と
「
嶺
基
「
と
が
同
一
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
似
説
を
掲
げ
て
い
.

る

auo
従
っ
て
、
吉
田
東
伍
は
、
『
陸
奥
話
記
』
の
内
容
と
そ
の
他
と
合
考
し
て
、

花
巻
市
鳥
谷
崎
を
磐
基
駅
家
の
擬
定
地
に
推
定
し
て

い
る
品
〉
O

今
仮
り
に
、

「
磐
基
」
を
胆
沢
と
紋
波
の
中
間
駅
と
す
る
と
、
数
波
城
の
位
置
が
問
題
と
な
る
@
胆
沢
城
の
位
置
は
検
出
さ
れ
て
い
る

が
、
故
波
城
の
具
体
的
位
置
は
定
か
で
は
な
い
ω

そ
の
擬
定
地
に
つ
い
て
は
五
説
も
あ
る
ω

即
ち
、

紫
波
町
古
館
二
日
町
新
田
城
山
翁
)

-
同
町
新
田
御
堂
前
(
み
ど
う
ま
え

)av
同
町
南
日
詰
赤
石
(
号
、
同
町
北
日
詰
大
日
堂
ハ
号
、

花
巻
市
烏
谷
ケ
崎

auの
豆
地
点
に
擬
定

す
る
説
で
あ
る
ω

然
し
、
筆
者
は
、
『
臼
本
後
紀
」
の
弘
仁
二
年
(
八
一
一
)
間
十
二
月
の
条
に
あ
る
「
其
志
波
城
近
一
一
子
河
浜
↓
屡
被
一
一
水

害
「
演
τ去
ニ
其
処
「
遷
恥
立
便
地
ね
」
自
〉
と
い
う
内
容
と
、
紫
波
町
赤
石
の
桜
町
に
、

式
内
社
分
布
の
北
限
に
当
る
「
志
賀
理
和
気
神
社
」
ハ
ぢ

が
鎮
座
す
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
紫
波
町
北
日
詰
大
白
堂
の
五
郎
沼
北
岸
の
徴
高
地
を
蚊
波
城
跡
に
擬
定
し
た
い
ω

(
第
一
図
)
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こ
の
擬
定
地
を
一
応
挟
波
城
と
し
て
胆
沢
城
跡
と
の
距
離
を
測
定
し
て
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
三
年
(
入

O
四
)

波
城
と
胆
沢
郡
(
胆
沢
城
)
と
の
距
離
一
六
二
里
を
吟
味
す
る
と
、

第1図撒波城擬定地周辺と推定安倍道
験放按擾定地については5説あるが，筆者は古文献の内容と周囲の遺跡との関係におい
て紫波町北日詰大日堂付近説に従う。
太実線は，明治18年(1885)頃の陸中国紫波郡土館村〈現紫波町内〉の地籍図と明治1S
年の紫波郡土館村官有地第三種箇所調，及び大正10年 (1921)の志和村役場道路台帳
に拠り，確認した「安倍道」である。点、線は，地元の住民から聴き取りした「安倍道」で
あり，筆者の確認した「安倍道」と若干の違いがあるが，後考を倹つ。
木地図の地形図は，国土地理院発行(1969)の5方分の 1地形図「日詰J，r花巻J図幅
のそれぞれ一部である。

の
条
品
)
に
あ
る
、
故

一
般
的
に
見
て
、
故
波
・
胆
沢
聞
の
行
程
に
は
三
通
り
考
え
ら
れ

る
ω

尤
も
当
時
は
、
和
銅
の
道
程
尺
度
で
い
え
ば
六
町
一
里
相
当
で
あ
る
が
、
辺
境
で
あ
る
か
ら
、
大
宝
令
の
里
制
の
ま
ま
で
あ
る
と
す

25 
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れ
ば
五
町
一
里
相
当
で
あ
る

a〉ω
何
れ
か
論
定
し
難
い
Q

仮
り
に
大
宝
の
里
制
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
距
離
を
現
在
の
里
数
に
換

算
す
る
と
、
二
二
里
半
で
あ
り
、
和
銅
の
里
制
で
測
定
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
現
在
里
数
は
二
七
里
と
な
る
。
故
波
・
胆
沢
聞
の
行
程
の

一
つ
は
、
今
の
陸
羽
街
道
の
道
順
で
あ
る
が
、
古
代
に
は
そ
の
順
路
を
通
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
Q

然
し
、
参
考
ま
で
に
、
そ
の
道
程

の
里
数
は
一

O
里
三

O
町
(
現
在
里
)

で
あ
る
ω

次
の
行
程
は
、
陸
羽
街
道
よ
り
も
古
い
道
路
で
、
陸
羽
街
道
と
西
方
の
奥
羽
山
脈
山
麓
と
の
間
の
段
丘
上
を
走
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
道
路
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
が
要
る
ω

こ
れ
に
は
、
二
・
三
の
古
文
献
・
史
料
、
そ
れ
に
伝
承
を
断
続
的
に
辿
っ
て
推

論
し
得
る
の
で
あ
る
ω

胆
沢
城
か
ら
北
に
向
う
当
時
の
道
路
の
具
体
的
進
路
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
六
原
(
ろ

く
は
ら
)
に
、
鎌
倉
御
家
人
の
一
人
葛
西
氏
が
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
道
標
「
百
寄
塚
(
も
も
ょ
せ
づ
か
と
が
あ
る
の
で
、
胆
沢
駅
家

推
定
地
「
上
幅
」
か
ら
胆
沢
川
を
渡
り
、
宿
内
川
を
湖
り
、
六
原
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
ω

そ
こ
か
ら
は
、
夏
油
川
(
げ
と
う
が
わ
)
を

下
り
、
岩
崎
の
字
「
宿
(
し
ゆ
く
と
に
着
き
、
和
賀
川
を
渡
河
し
、
和
賀
郡
江
釣
子
(
え
づ
り
こ
)
村
字
「
宿
(
し
ゆ
く
と
に
渡
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
ω

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
次
に
説
述
し
よ
う
ω

当
時
の
道
路
を
推
論
す
る
重
要
な
南
部
落
古
文
献
市
原
篤
鷲
の
大
著

「
篤
鷲
家
訓
」

が
あ
る

a〉ω
そ
の
巻
十
一
の
地
神
社
仏
閣
条

に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
一
一
戸
(
に
の
へ
)
郡
浄
法
寺
(
じ
よ
う
ほ
う
じ
)
町
天
台
寺
の
縁
起
を
記
し
た
『
桂
泉
観
世
音
害
薩
之
御
本
地
』
と

い
う
一
文
の
内
容
か
ら
推
論
す
る

a〉ω
そ
の
原
史
料
の
『
桂
泉
観
世
音
菩
薩
之
御
本
地
』

は
著
作
年
代
や
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、

森

嘉
兵
衛
に
よ
る
と
中
世
を
下
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る

auo
そ
の
な
か
に
、

浄
法
寺
に
流
罪
に
な
っ
た
夫
を
訪
ね
て
、

妻
子

が
陸
奥
に
下
っ
て
く
る
旅
路
の
状
況
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ω

そ
の
旅
路
の
衣
川
以
北
に
つ
い
て
見
る
と
、

「
仏
法
ひ
ろ
む
衣

川
、
い
わ
井
の
呈
を
通
り
過
、
物
う
き
井
沢
岩
崎
の
笹
潤
の
庄
に
着
給
ふ
」
と
あ
り
、
庄
屋
の
笹
周
左
衛
門
尉
の
も
と
に
宿
を
借
る
が
、
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左
衛
門
尉
は
事
情
を
聞
い
て
、

い
た
く
感
動
し
、

「
あ
ら
い
た
ま
し
や
さ
ら
ば
送
り
府
さ
ん
と
、

馬
に
乗
せ
奉
り
日
詰
の
宿
迄
送
り
」
と

ど
け
て
い
る
。
即
ち
、
そ
の
旅
路
の
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、

「
衣
川
(
こ
ろ
も
が
わ
と
か
ら
「
岩
崎
(
い
わ
さ
き
)
」
・
「
笹
間
(
さ
さ

ま
)
」
を
経
て
、
「
日
詰
(
ひ
づ
め
ど
に
至
る
ω

「
岩
崎
」
は
夏
油
川
の
下
流
流
域
で
あ
り
、

「
笹
間
」
は
和
賀
郡
江
釣
子
村
字
新
平
(
に

っ
ぺ
い
)
の
北
方
で
、
花
巻
市
城
の
西
南
に
当
る
ω

更
に
、
も
う
一
つ
の
史
料
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
の
新
平
村

(
現
江
釣
子
村
字
新
平
)

古

図
門
出
)
に
よ
る
と
、

「
岩
崎
上
道
」

(
一
名
岩
崎
街
道
、
上
街
道
、
俗
称
殿
様
街
道
)
が
、
新
平
丘
陵
を
貫
通
し
て
い
る
の
で
、
古
く
は
岩
崎
か
ら
笹
聞
に
通
ず
る
道
路
が
あ

っ
た
と
推
論
し
得
る
の
で
あ
る
(
第
二
図
)

Q

な
お
、
そ
の
古
絵
図
に
よ
る
と
、
こ
の
道
路
の
東
二
五

O
米
あ
た
り
を
東
北
か
ら
西
南
に

か
け
て
岩
崎
道
と
い
う
道
路
が
通
ず
る
ω

こ
の
道
は
恐
ら
く
、
駅
家
の
南
で
岩
崎
上
道
と
合
す
る
@

平
泉
か
ら
厨
川
ま
で
の
記
述
は
詳
細
を
欠
く
ハ
坦
ω

唯
、
頼
朝
が
文
治
五
年
(
一
一
八
九
)
九
月
四
臼
か
ら
一
週
間
に

E
っ
て
、
紫
波
町
陣
ケ
岡
(
じ
ん
が
お
か
)β
〉
(
旧
古
館
村
)
の
「
陣

そ
れ
か
ら
北
、
日
詰
に
向
う
具
体
的
経
路
も
詳
か
で
は
な
い
ω

『
吾
妻
鏡
』
も
、

岡
ノ
蜂
社
」
に
本
営
を
設
定
し
て
い
た
こ
と
が
-
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
推
考
す
れ
ば
、

「
新
平
」
か
ら
北
へ
も
陸
羽
街
道
と
奥

羽
山
脈
山
麓
と
の
聞
を
通
過
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
ω

こ
の
陣
ケ
闘
の
北
、
矢
巾
町
(
や
は
ば
ち
ょ
う
)
字
太
田
に
「
海
道
町
」

「
新
平
」
か
ら
「
陣
ケ
岡
」
ま
で
の
聞
を
見
る
と
、
和
賀
郡
石
鳥
谷
町

と
い
う
地
名
も
あ
る
ハ
想
ω

(
い
し
ど
り
や
ち
ょ
う
)

の
北
上
川

西
岸
支
流
耳
取
川
と
葛
丸
川
の
中
聞
に
字
「
中
寺
林
(
な
か
て
ら
ば
や
し
ど
が
あ
る
Q

そ
の
西
方
に
「
光
林
寺
」
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、

そ
の
北
に
「
弾
正
(
だ
ん
じ
よ
う
)
下
り
」
と
い
う
地
名
が
残
る
@
こ
れ
は
時
代
を
下
る
が
、
浅
野
弾
正
長
政
が
天
正
末
期
に
奥
州
の
仕

置
き
や
九
戸
出
陣
の
た
め
に
再
三
陸
奥
に
下
り
、
光
林
寺
に
代
官
を
置
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
地
名
は
浅
野
長
政
の
通
過
に
由
来
し

た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る

az
そ
の
伝
承
を
一
応
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
当
時
、
南
寺
林
(
み
な
み
て
ら
ば
や
し
)
・
中
寺
林
・
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志和村道路台帳に記載されている古街道

大字|著書|小字|欝| 道 路 名 さ|幅 員

時 1 29 1轟詰 1 6 1古道(ふ

グ 1 50 1梢 1 17 1古街道問、Lどう)I 1町11間 l 山寸

グ I 51 1誌品 I 2 I古街道 I 1町8問 1
12尺9寸

11 I 52 I筈蓬 1 23 I古街道 I 1町12間 1 7尺5寸

グ I 53 I岳民 I 5 I古道

第1表

志和村役場:道路台帳(紫波郡紫波町役場税大正10年 (1921)

務課保管)

資料

「
光
林
寺
」

-
北
寺
林
(
き
た
て
ら
ば
や
し
)

の
付
近
を
通
る
道
路
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る

(
第
一
図
)ω

そ
の
北
方
、
紫
波
町
の
南
部
(
五
万
分
の
一
地
形
図
「
日
詰
」
)

字
「
犬
淵

(
い
ぬ
ぶ
ち
と
の
西
部
に
「
古
道
(
ふ
る
み
ち
)
」

と
い
う
小
字
が
あ
る
ハ
切
な

そ
の
「
古
道
」
に
関
す
る
史
料
を
探
訪
し
た
が
見
当
ら
ず
、
唯
、
紫
波
町
税
務

課
保
管
の
「
旧
志
和
村
役
場
」

日
大
正
一

O
年
(
一
九
二
一
)

『
道
路
台
帳
』

そ
の
道
路
台
帳
に
よ
る
と
、
紫
波
町
大
字
片
寄

せ
)
の
第
五

O
地
割
字
「
下
中
田
」
に
道
路
番
号
一
七
号
「
古
街
道
」
、

南
の
第
五
一
地
割
字
「
越
田
(
こ
し
た
と
に
道
路
番
号
二
号
の
「
古
街
道
」

を
見
出
し
た
自
三

(
か
た
よ
そ
の

が
、
更
に
、
そ
の
南
隣
り
の
第
五
二
地
割
の
字
「
古
道
(
ふ
る
み
ち
)
」
に
道

路
番
号
二
五
号
の
「
古
街
道
」
が
通
じ
て
い
る

(
第
一
表
参
照
)

Q

な
お
、
そ

の
南
の
第
五
三
地
割
の
字
「
野
民
」
に
、
道
路
番
号
五
号
の
「
古
道
(
ふ
る
み

ち
)
」
と
称
す
る
小
径
が
あ
る
(
第
一
表
)

Q

そ
れ
ら
の
「
古
街
道
」
は
一
本
の

小
径
と
な
っ
て
続
き
、
「
犬
淵
」
集
落
の
西
に
今
も
僅
か
に
残
存
し
て
い
る
。

こ
の
道
路
を
地
元
で
は
、
「
鎌
倉
街
道
」
、
或
は
「
あ
づ
ま
道
」
と
も
い
う
(
ぜ
。

要
す
る
に
、
右
は
僅
か
に
残
る
古
文
献
や
史
料
、
及
び
伝
承
に
基
づ
い
て
、

胆
沢
・
故
波
閣
の
道
路
を
推
論
し
土
の
で
あ
る
が
、

断
続
制

ιし
か
把
握
し
得
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な
か
っ
た
&
こ
の
断
続
的
に
想
定
さ
れ
る
道
順
を
想
像
に
よ
り
継
ぎ
合
わ
せ
て
、
胆
沢
と
競
技
の
距
離
を
測
定
す
る
と
現
在
里
数
で
、
約

一
三
里
で
あ
る
ω

な
お
、
推
察
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
経
路
は
、
推
論
の
基
礎
に
な
っ
た
古
文
献
や
史
料
、
及
び
伝
承
か
ら

古
代
末
以
降
、
近
世
初
期
あ
た
り
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
ω

古
代
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
具
体
的
証
拠
は
な
い
@
然
し
、
地
元
に
残
る
伝
承
的
道
路
「
安
倍
道
(
あ
べ
み
ち
と
が
あ
る
。

」
の
道
に
沿
う
経
路
が
胆
沢
・
蚊
波
聞
の
更
に
も
う
一
つ
の
行
程
で
あ
る
ω

「
安
倍
道
」
は
、
そ
の
昔
、
倖
囚
長
で
あ
り
、
奥
六
郡
の
司

で
あ
っ
た
安
倍
氏
一
族
が
往
来
し
た
道
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
る
以
外
に
、
全
く
史
料
は
な
い
@
こ
の
伝
承
の
残
存
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三

五
年
(
一
九
六

O
)
に
、
川
本
忠
平
か
ら
教
示
を
受
け
、
そ
れ
以
来
臨
地
調
査
を
続
け
た
ω

「
安
倍
道
」
の
名
称
は
伝
承
で
あ
る
が
、
後

述
す
る
よ
う
に
実
際
に
存
在
し
た
。
然
し
、
そ
の
調
査
の
初
め
は
手
懸
り
が
な
い
の
で
、
地
元
の
古
老
の
記
憶
を
集
成
整
理
し
、
そ
の
道

路
の
存
在
を
追
求
し
、
紫
波
郡
の
西
部
山
麓
沿
い
に
南
北
に
通
ず
る
古
径
で
あ
る
こ
と
を
一
部
把
握
し
た
ω

ま
た
最
近
に
な
っ
て
、
紫
波

町
の
郷
土
史
家
で
あ
る
佐
藤
正
雄
に
よ
り
、
そ
の
経
路
が
想
定
さ
れ
た
ω

所
謂
「
安
倍
道
」
は
、
紫
波
町
土
館
・
片
寄
か
ら
南
に
仲
び
、

豊
沢
川
渓
ロ
の
柴
林
(
湯
口
)
、
和
賀
川
流
域
の
下
欠
(
横
川
目
)
、
胆
沢
川
流
域
の
上
鹿
合
(
若
柳
)
を
経
由
し
て
、

衣
川
に
達
し

た
(
号
と
い
う
@
伝
承
以
外
に
、
何
の
史
料
も
な
い
の
で
、
推
論
す
ら
し
得
な
い
が
、
蝦
夷
の
交
通
路
で
あ
っ
た
安
倍
道
を
官
道
(
駅
路
)

と
し
て
踏
襲
し
た
の
か
@
そ
れ
と
も
そ
の
安
倍
道
は
律
令
政
府
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
駅
路
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
東
の
段
丘
を

通
ず
る
道
路
〈
前
述
し
た
胆
沢
・
故
波
聞
の
第
二
の
経
路
)
が
開
発
さ
れ
た
た
め
に
、
山
麓
を
南
北
に
通
じ
て
い
た
そ
の
道
路
は
、
単
な

る
山
道
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
Q

そ
の
何
れ
か
を
論
定
し
得
な
い
が
、
伝
承
の
内
容
と
延
暦
二
三
年
の
奏
言
に
あ
る
「
小
路
の
例
に
准

じ
て
」

auと
い
う
表
現
か
ら
考
え
、
蝦
夷
が
使
用
し
て
い
た
安
倍
道
の
前
身
の
道
路
が
、

駅
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
ω

そ
れ
に
加
え
て
、
注
意
す
べ
き
は
、
安
倍
道
の
沿
道
に
は
先
・
原
史
の
遺
物
散
布
地
が
多
い
こ
と
で
あ



る
(
号
ω

そ
の
な
か
に
、
紫
波
町
片
寄
字
漆
立

の
安
倍
道
西
側
に
未
調
査
の
古
墳
が
あ
り
、

ま
た
、
同
町
土
館
字
和
山

(
う
る
し
た
ち
)

の
安
倍
道
西
側
に
新
山
古
墳
(
方
墳
)
が
存
在
す
る
〈
号
ω

安
倍
道
は
古
代
に
は
利
用
頻
度
が
高
か
っ
た
の

」
の
点
か
ら
推
考
す
る
と
、

で
あ
ろ
う
。

更
に
、

『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
(
七
八
九
)

「
其
れ
玉
造
塞
よ
り
衣
川
の
営
に
至
る
ま
で
四
日
、

の
紀
古
佐
美
の
奏
言
に
よ
る
と
、

輯
重
し
て
受
納
す
る
こ
と
二
箇
日
、
然
る
と
き
は
則
ち
往
還
十
日
な
り
@
衣
川
よ
り
子
波
の
地
に
至
る
ま
で
行
程
仮
令
六
日
、
輯
重
し
て

往
還
十
四
日
な
り
ω

総
て
玉
造
の
塞
よ
り
子
波
の
地
に
至
る
ま
で
は
往
還
廿
四
日
の
程
な
り
。
」
ハ
号
と
い
う
ω

そ
の
奏
言
か
ら
窺
う
と
、

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

衣
川
か
ら
子
波
に
通
ず
る
道
路
が
あ
り
、
そ
の
行
程
に
大
体
六
日
を
要
す
る
ω

然
し
、
大
宝
令
(
養
老
令
)

の
規
定
で
は
、
歩
行
は
一
日

五
O
里
(
現
在
里
数
六
里
三
四
町
)

で
あ
る

auか
ら
、
そ
の
聞
の
行
程
は
約
三

O
O里
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
辺
境
地
帯
の
事
情

の
奏
言
の
な
か
に
説
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
誇
張
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
や
は
り
未
開
発
地
帯
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
奏
言
中
に
、

往
来
に
困
難
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
ω

従
っ
て
、

「
行
程
仮
令
六
日
」

auと
い
う
表
現
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
ω

更
に
、
調
査
を
重
ね
「
安
倍
道
」
の
発
生
に
つ
い
て
追
究
し
た
が
、
依
然
と
し
て
伝
承
の
域
を
出
な
い
Q

唯
一
つ
、
昭
和
四
八
年
(
一

九
七
三
)
八
月
の
調
査
で
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
ω

「
安
倍
道
」
と
い
う
道
路
名
称
は
伝
承
で
あ
る
が
、
正
式
に
道
路
名
称
と
し
て
存
在

し
て
い
た
ω

紫
波
町
役
場
税
務
課
保
管
の
旧
陸
子
園
紫
波
郡
土
館
村
「
地
押
図
」

(
縮
尺
一
五

O
O分
の
一

明
治
一
八
年
《
一
八
八

五
》
頃
の
測
図
と
推
定
)
ハ
弱
〉
の
第
一

O
地
割
か
ら
一
四
地
割
ま
で
と
、

一
六
・
一
七
地
割
、

小
字
名
で
い
え
ば
「
石
田
」

「
和
田
」

-
「
田
面
木
(
た
も
の
き
)
」

「
浦
田
(
う
ら
だ
と

「
松
森
」
の
図
幅
に
極
小
の
文
字
で
「
安

「
関
沢
」

「
木
金
(
き
が
ね
ご

31 

同
役
場
保
管
の
旧
紫
波
郡
土
館
村

(
明
治
一
八

部
道
(
安
倍
道
の
こ
と
U
筆
者
註
)
」
と
注
記
ハ

g
し
で
あ
る
の
を
見
出
し
た
ω

な
お
、



。
a
σ
コ

第
2
表
志
和
村
道
路
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
安
部
道

大
字
|
地
割
番
号
|
小
字
|
道
路
番
号
|
道
路
名
|
長

備
考

主
語
|
11 
l
品
品
|
13 
|
安
部
道
1
3
問
1
6
尺

11 
12 
|
 
白首去
l
 6
 
|
安
部
道
1
3
問
1
7
尺
2
寸
1
11
地
剖
界
2
間

11 
13 
1
商
業
l
9
 
|
安
阿
道
1
2
 

fllJ54rB~ 
1
12
尺
1
 14問

1
1
 
14 
l
ネ
茎
l
13 
l
安
部
道
I
4
町
18
間
1
12
尺

|
土
館
地
害
，
坂
界
道
ヨ
リ
分
レ
l叫
入
jレ

12
t1l1!U
Jf. 
174
頁

11 
16 
l
話
装
l
23 
l
 
安
部
道
1
4
町
24
問
1

5尺4寸
11~地割割駒片寄

山
来
ノ
レ

17
地

ニ
入
ノ
レ

11 
17 
|
諸
品
L
1: 
i
安
部
道
1
4
問
I
5
尺
4
寸
1
16
地
割
界

資
料
大
正
10
年
(1921)
志
波
町
役
場
:
道
路
台
帳
(
紫
波
郡
紫
和
町
税
務
課
保
管
)

道
路
台
帳
に
「
安
部
道
」
と
記
帳
さ
れ
て
い
る
が
，
安
倍
一
族
が
往
来
し
た
道
路
と
い
う
伝
説
に
従
え
ば
，
安
倍
道
と
書

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

安
阿
道
は
安
部
道
の
誤
記
で
あ
る
(
関
沢
に
安
阿
道
と
い
う
道
路
名
は
な
い
)
。

社
回
騒
哲
氏
同
11]ヘ
11])
r
担
保
謀
総
川
鱒
担
底
思

回
線
御
幸
型
高
附
総

111it!~(l:J幸号車j
(
包
〉
以
川
崎
心
'
首
長
111
要
請
{
小
「
田
恒
長
J
Q
智

締
-¥]1
く
首
相
以
「
出
話
網
(
昔
話
迎
捌
Q
~)吋)
J
 ';Q制撤-t(J.長

ν
(
包
〉
お
心

P
制
.
;
2
'
尚
昆
~
~
容
r
1
く
同
1
0
壮
(
1
 .
只
11
1
 
)
 3唄
舘

4
口
出
j
(;ri)会
l眠
時
.
.
.
¥
)
'
-
l
く
仲
什
堪
Q~小

「
蒔
田
」
・
「
回
国
特
J
・
「
臣
民
」
・
「
特
鋼
J
・
「
単
機
」
・
「
慢
田
J

~
 
i
昔
話
結
矧
」



と
記
載
さ
れ
て
い
る
(
第
二
表
三
何
れ
の
記
載
も
「
安
部
道
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
安
倍
道
の
こ
と
で
あ
る
の
当
そ
の
伝
承
の
内
容
か

ら
は
「
安
倍
道
」
と
書
く
の
が
、
妥
当
で
あ
る
@
字
「
関
沢
」
で
は
「
安
阿
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
安
倍
道
の
誤
記
で
あ
る

こ
と
も
確
認
し
た
ω

こ
の
よ
う
に
、
地
押
図
と
道
路
台
張
に
よ
り
、
大
字
土
館
の
「
安
倍
道
」
の
経
路
が
明
確
に
な
っ
た
@
そ
の
経
路
部

分
を
基
に
し
て
南
北
の
道
順
を
推
考
す
る
と
、
第
一
図
の
図
示
の
よ
う
に
な
る
ω

確
認
し
た
安
倍
道
の
幅
員
は
、
前
掲
の
道
路
台
張
に
よ

る
と
、
五
尺
四
寸
か
ら
一
一
一
尺
ま
で
で
あ
る
(
第
二
表
参
照
)
@
然
し
、

現
在
そ
の
安
倍
道
を
踏
査
す
る
と
、

廃
道
と
な
っ
て
草
木
が
繁

茂
し
て
い
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
広
い
所
で
一
七
米
位
に
な
っ
て
い
る
。

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

要
す
る
に
、
筆
者
が
確
認
し
た
よ
う
に
、

「
道
路
台
張
」
に
正
式
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
で
正
式
に
そ
の
道
路
名

を
呼
称
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
過
去
か
ら
の
伝
承
名
を
的
確
に
継
承
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
@
東
北
の
在
来
道
路
で
あ
る
「
安

倍
道
」
を
駅
路
と
し
て
編
入
し
た
可
能
性
が
大
き
く
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
胆
沢
か
ら
故
波
へ
の
経
路
を
想
定
す
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
ω

胆
沢
の
上
葉
場
か
ら
、
胆
沢
川
を
渡
り
、
宿
内
川
を
湖
り
、
六
原
の
西
の
「
百
寄
塚
」
辺
り
を
北
上
し
て
、
夏
油
川
に
沿
っ
て
、
そ
の

下
流
の
岩
崎
の
字
「
宿
」
に
至
る
。
そ
こ
か
ら
和
賀
川
を
渡
っ
て
、
江
釣
子
の
字
「
宿
」
に
着
き
、
岩
崎
上
道
を
北
上
し
、

「
新
平
」
の

「
磐
基
駅
家
」
を
経
て
、
そ
の
北
方
の
笹
聞
に
向
い
、
更
に
北
上
し
て
、
姥
宿
・
柴
林
を
経
由
し
、
西
部
山
麓
の
「
安
倍
道
」
を
通
り
、

紫
波
郡
片
寄
・
土
館
(
現
紫
波
町
)
か
ら
蚊
波
城
に
達
し
た
と
想
定
し
得
る
の
で
あ
る
@
こ
の
道
程
を
測
定
す
る
と
、
現
在
の
里
数
で
一

五
里
一

O
町
位
に
な
る
ω

そ
う
す
る
と
、

『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
三
年
(
八

O
四
)
の
奏
言
に
あ
る
「
欺
波
城
と
胆
沢
郡
と
相
厚
る
こ
と

一
百
六
十
二
里
」

(
大
宝
里
制
で
は
二
二
里
半
)
ぬ
〉
と
い
う
数
値
に
及
ば
な
い
が
、

「
一
百
」

は
街
字
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は

33 

ご
、
、
品
。

品
川
吋
も
カ
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陸
奥
に
お
け
る
駅
家
の
一
形
態

陸
奥
の
古
代
交
通
に
つ
い
て
、
重
要
な
問
題
と
な
る
の
は
「
磐
基
駅
家
」
の
位
置
で
あ
る
@
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
板
橋
源
が
考
古
学
的

に
調
査
し
、
詳
細
に
報
告
し
て
い
る

2
3
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
歴
史
地
理
学
的
に
関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
ω

若
し
、

筆
者

の
考
え
る
よ
う
に
、
所
謂
「
安
倍
道
」
を
駅
路
と
し
て
利
用
し
た
と
す
れ
ば
、
胆
沢
城
と
蚊
波
城
の
中
間
地
点
は
、
和
賀
郡
江
釣
子
村
字

新
平
付
近
に
な
る
ω

な
お
、
既
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
新
平
を
中
世
道
路
が
貫
通
し
て
い
た
と
想
定
し
得
る
ω

な
お
、
新
平
付
近
に
、
古

墳
六
基
が
遺
存
し
、
そ
の
他
、
近
辺
に
原
史
・
古
代
の
遺
跡
分
布
が
多
い
Q

更
に
加
え
て
、
昭
和
三
二
年
(
一
九
五
七
)
の
江
釣
子
村
文

化
財
保
存
会
の
発
掘
に
よ
り
〈
巴
、

新
平
丘
陵
に
駅
家
遺
跡
が
あ
り
、

そ
こ
を
南
北
に
駅
路
が
通
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
が
可

能
に
な
っ
た
ω

そ
の
発
掘
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
主
体
的
形
態
は
四
辺
で
あ
る
が
、
北
西
隅
が
関
知
し
て
五
角
形
を
形
成
す
る
平
面
形
態
の
四
周
陸

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
ω

四
周
陸
の
平
面
形
態
を
見
る
と
、
北
辺
四
六
問
、
南
辺
四
五
問
、
東
辺
四
七
問
、

西
辺
四
六
・
五
問
、
北
西
隅
辺
一
五
間
で
あ
り
、
陸
底
と
陸
岸
高
の
比
高
は
七
尺
内
外
で
あ
る
@
そ
の
陸
に
は
水
を
入
れ
た
痕
跡
は
な

く
、
南
部
藩
が
九
牧
を
経
営
し
た
「
牧
ぶ
く
ろ
」
に
類
似
し
て
い
る
ω

そ
の
四
周
陸
構
内
の
東
南
寄
り
に
、
北
辺
・
南
辺
二
三
・
五
問
、

東
辺
一
五
・
五
問
、
西
辺
一
七
・
五
聞
の
長
方
形
の
厩
舎
の
跡
で
は
な
い
か
と
想
定
し
得
る
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
ω

ま
た
、
土
塁
(
陸

岸
)
四
周
外
の
西
北
に
、
東
西
六
三
尺
、
南
北
三
二
尺
の
建
物
跡
が
あ
り
、
そ
の
位
置
は
新
平
丘
陵
の
標
高
九
七
米
付
近
で
あ
る
ω

そ
の

位
置
は
周
囲
の
展
望
が
よ
く
、
駅
庁
舎
跡
で
は
な
い
か
と
も
推
考
し
た
く
な
る
ω

な
お
、
四
周
陸
の
南
に
、
鉄
津
・
土
師
・
須
恵
を
出
土

す
る
鍛
治
場
跡
、
並
び
に
竪
穴
住
居
跡
・
貯
蔵
竪
穴
も
発
見
さ
れ
た
ω

そ
の
鍛
治
場
が
、
若
し
駅
家
に
関
係
す
る
所
属
物
で
あ
る
と
す
れ



「
砂
鉄
七
里
に
炭
三
里
」
と
い
う
慣
習
的
規
定
に
位
置
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
?
そ
し
て
、
結
局

は
、
そ
の
規
定
に
よ
っ
て
駅
家
の
位
置
も
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
ω

ま
た
、
鍛
治
場
に
は
水
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
湧

水
点
の
近
く
か
、
或
は
小
河
川
の
近
傍
に
立
地
す
る
ω

な
お
、
下
か
ら
上
に
向
っ
て
風
が
吹
き
、
燃
料
を
燃
え
や
す
く
す
る
た
め
に
、
斜

tま面
を
鍛
治
場
の
立
地
点
に
選
ぶ
の
で
あ
る
ω

更
に
、
こ
の
遺
跡
か
ら
、
墨
書
銘
の
あ
る
土
師
器
杯
底
部
が
発
見
さ
れ
た
Q

新
平
遺
跡
一
帯
を
俗
称
で
、

「
マ
ツ
コ
」
と
は
東
北
地
方
の
「
馬
」
の
方
言
で
あ
る
が
、

「
セ
パ
」
は

「
マ
ツ
コ
の
セ
パ
」
と
い
う
ω

不
明
、
然
し
、
田
中
喜
多
美

auに
よ
る
と
、
盛
岡
市
西
方
の
雫
石
地
方
で
は
、
馬
の
木
戸
を

u -， 
セ
)'{ 

Lー

と
』土

「
マ
・
セ
パ
」

と
い
う
。

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

論
定
し
得
な
い
が
、
馬
に
関
係
の
あ
る
俗
称
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
@

却
て
、

「
い
わ
も
と
」
と
訓
む
の
か
、
或
は
、

「
ば
ん
き
」
と
音
で
読
む
の
か
は
不
詳
で
あ
る
ω

「
磐
基
」
駅
家
を
、

「
い
わ
き
」

然
し
、
和
賀
郡
江
釣
子
・
飯
豊
・
笹
間
・
黒
沢
尻
・
見
柳
(
お
に
ゃ
な
ぎ
)

の
地
を
「
萩
の
里
」
と
い
う
ω

「
ば
ん
き
」
v

と
「
は
ぎ
」
が

読
み
の
上
で
類
似
す
る
ω

な
お
、
新
平
遺
跡
付
近
を
、
今
も
「
萩
の
前
」
と
呼
称
す
る

(mz

要
す
る
に
、
か
か
る
遺
跡
状
態
と
環
境
条
件
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
も
和
賀
郡
江
釣
子
村
大
字
新
平
の
新
平
丘
陵
上
の
遺
跡
を
磐
基
駅
家

跡
に
擬
定
す
る
の
に
は
同
意
す
る
ω

筆
者
は
、
更
に
、
筆
者
の
現
地
調
査
の
結
果
を
加
え
て
考
察
す
る
。
磐
基
家
駅
跡
擬
定
地
に
当
る
小

字
日
平
(
旧
東
和
賀
郡
新
平
村
第
二
地
割
小
字
日
平
《
に
つ
ベ
い
》
)

の
地
押
図
@
)
を
検
討
す
る
と
、

新
平
遺
跡
の
四
周
陸
の
平
面
形

態
の
五
角
形
が
、
地
割
に
そ
の
遺
構
が
残
存
し
、
そ
の
周
囲
に
狭
長
な
地
割
で
以
っ
て
囲
緯
さ
れ
て
い
る
の
で
、
陸
跡
で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
る
(
第
二
図
)
。
そ
の
五
角
形
の
地
割
の
な
か
を
俗
称
「
殿
様
街
道
」
が
走
し
る
@
こ
の
街
道
が
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)

作
成

の
新
平
村
古
絵
図

a)に
注
記
が
あ
る
「
岩
崎
上
道
」
で
あ
る
@

駅
家
擬
定
地
に
当
る
四
周
陸
平
面
形
態
五
角
形
地
割
の
南
を
俗
称
ー寸

ど

35 

ろ
ぼ
う
道
」
、
別
名
「
山
賊
街
道
」
が
東
西
方
向
に
通
じ
て
い
る

(
第
三
図
)
@
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第3図磐基駅家擬定地とその周辺
磐基駅家擬定地は陸中国東和賀郡新平村第2地割字日平〈現岩手県和賀郡江釣子村大字新平第2地割〉に
である。本図の地形図は，国土地理院発行 (1969)の5万分のl地形図「花巻J.同 (1970)r北上」図幅
の}部ある。
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第4図 磐基駅家擬定遺跡の模式図

局地的道路 C 駅庁舎

F 土塁 G 陸

」
の
擬
定
地
は
、
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
舌
状
的
に
伸
展
す

る
標
高
九
七
米
の
正
陵
の
先
端
部
(
標
高
九

O
米
付
近
)
に
位

置
す
る
ω

こ
の
位
置
は
、
北
・
東
・
南
に
向
つ
て
は
展
望
は
利

く
ω

こ
の
丘
陵
の
北
・
東
・
南
の
近
傍
の
平
地
に
は
水
田
が
経

営
さ
れ
、
現
在
の
土
地
生
産
性
は
高
い
ω

因
み
に
、
こ
の
水
田

面
と
擬
定
地
と
の
比
一
局
は
一

O
米
位
で
あ
る
ω

駅
家
が
水
田
地

帯
を
臨
む
地
点
に
立
地
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

田
A 
H 

官道(駅路) B 

厩舎 E 鍛治場

A 

D 

に
は
「
駅
回
皆
随
近
給
」
(
臼
)
と
規
定
さ
れ
て
い
る
ω

」
の
丘

陵
を
所
謂
寸
新
平
丘
陵
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
地
目
の
大
部
分

は
山
林
で
、

部
に
畑
地
が
あ
っ
た
ω

然
し
、
現
在
で
は
開
墾

な
お
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
官
道
(
駅
路
)
と
局
地
的
道
路
の
交
叉
点
の
近
く
に
駅
家
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
ω

こ
の
立

が
進
み
、
大
部
分
が
畑
地
で
あ
る
ω

る
ω
地
条
件
は
、
現
在
に
お
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
ω

東
北
の
場
合
、
南
北
方
向
が
官
道
で
、
東
西
方
向
が
局
地
胡
道
路
と
な
っ
て
い

担
て
、
右
の
磐
基
駅
家
の
特
徴
を
端
的
に
模
式
化
す
る
と
、
水
田
地
帯
を
臨
む
丘
陵
の
先
端
に
立
地
し
、
大
体
四
七
聞
の
方
形
の
平
面

37 

形
態
を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ω

然
し
、
こ
こ
に
掲
げ
た
模
式
的
形
態
が
一
般
的
で
、
全
国
的
に
通
用
す
る
原
則
的
形
態
で
あ
る

と
は
考
え
て
い
な
い
ω

唯
、
条
里
地
割
を
検
出
す
る
原
則
的
形
態
が
あ
る
よ
う
に
、
地
籍
図
・
航
空
写
宴
、
及
び
現
存
地
割
形
態
か
ら
、
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駅
家
の
所
在
を
探
求
す
る
基
本
形
態
を
組
立
て
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
筆
者
は
試
み
た
の
で
あ
る
(
第
四
図
三

を
見
出
す
役
割
を
果
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
ω

重
ね
て
説
述
す
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
模
式
形
態
は
、
陸
奥
の
駅
家
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
駅
家
の
所
在
を
探
求
す
る
誘
導
的
な
端
緒

な
お
、
更
に
疑
問
点
を
掲
げ
、
解
明
へ
の
参
考
と
し
て
若
干
の
私
見
を
説
述
し
て
お
く
@
何
故
、
駅
家
形
態
の
西
北
隅
が
闘
如
し
た
よ

う
な
平
面
形
態
を
示
す
の
か
ω

こ
れ
が
筆
者
の
奥
陸
に
お
け
る
駅
家
の
平
面
形
態
に
対
す
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
@
そ
れ
に
つ
い
て
、
先

ず
、
こ
の
地
帯
一
帯
に
、
今
も
な
お
習
俗
と
な
っ
て
存
続
し
て
い
る
屋
敷
神
信
何
と
北
西
季
節
風
に
対
す
る
防
風
林
の
役
割
を
果
す
屋
敷

森
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
屋
敷
神
信
仰
と
屋
敷
北
西
隅
の
屋
敷
森
の
造
設
は
、
曽
っ
て
、
家
屋
造
成
や
集
落
形
成
に

大
き
く
影
響
し
、
屋
敷
の
形
態
を
規
定
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
@
そ
れ
ら
の
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
、
北
西
隅
が
闘
如
し
た
よ
う
な
四

胆沢地方の気候

月 |平均気温|平均風速|最多風向!

(CO) (m!S) 
1 -1.8 3.4 NNW 

2 0.1 2.9 NNW 

3 2.2 3.8 NNW 

4 8.4 4.1 NNW 

5 13.6 3.3 NNW 

6 18.8 2.5 S 

7 21. 7 2.6 SSE 

8 22.1 2. 1 S 

9 18.5 2.0 NNW 

10 11.4 1.6 SSE 

11 5.3 1.6 NNW 

12 2.9 3.0 NNW 

第3表

昭和40年 (1965)

水沢緯度観測所と胆沢郡内3通報所

の気象観測値の平均値。

辺
形
の
駅
家
形
態
を
形
成
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
考
え
る
。

前
者
の
屋
敷
神
の
信
仰
は
、
独
り
、
岩
手
県
下
だ

け
で
な
く
広
く
全
国
に
分
布
す
る
が
、
岩
手
県
下
で

は
そ
の
信
仰
が
現
在
も
盛
ん
で
、
市
も
、
地
域
の
生

活
機
能
と
密
着
し
て
い
る
ω

即
ち
、
屋
敷
の
北
西
隅

に
屋
敷
守
護
神
を
安
置
し
、
明
神
(
岩
手
県
南
部
)
、

或
は
地
神
(
岩
手
県
中
央
部
)
と
称
し
て
信
仰
す

る
G

こ
の
神
は
、
ま
た
一
族
の
守
護
神
で
も
あ
る
か



ら
、
そ
の
信
仰
は
よ
り
一
層
深
く
な
る
ω

そ
の
鎮
座
の
場
に
は
、
樹
木
を
植
え
て
神
聖
視
す
る
ω

そ
れ
が
匡
敷
森
と
な
っ
て
、
防
風
林
と

し
て
の
機
能
を
果
す
ω

こ
の
屋
敷
森
の
こ
と
を
、
岩
手
県
で
は
家
久
根
(
え
ぐ
ね
て
ま
た
は
居
久
根
(
い
ぐ
ね
)
と
呼
ぶ
@
別
表
に
掲

げ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
方
で
は
、
十
一
月
か
ら
五
月
ま
で
、
北
西
、
北
北
西
の
風
が
強
く
、
屋
敷
の
北
西
面
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る

(
第
三
表
)
。
そ
の
北
西
に
屋
敷
神
を
安
置
し
、
屋
敷
森
を
造
成
し
て
、
防
風
・
防
雪
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
仰
と
生
活
機
能
面

へ
の
実
益
を
兼
て
い
る
ω

か
か
る
防
風
と
防
雪
の
た
め
に
、
磐
基
駅
家
擬
定
地
の
遺
構
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
平
面
形
態
の
北
西
隅
が
関
如
し
た
よ
う
な
形

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

態
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
磐
基
駅
家
の
場
合
、
防
風
林
を
造
成
す
る
代
り
に
、
新
平
正
陵
の
山
林
を
利
用
し
て
、
駅

家
を
丘
陵
南
端
に
立
地
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
得
る
ω

な
お
、
屋
敷
神
信
仰
の
原
形
と
も
い
う
べ
き
、
民
亥
隅
神
信
仰
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、

『
日
本
後
記
』
延
暦
二
三
年
(
八

O

四
)
の
奏
言
翁
〉
を
取
り
挙
げ
る
と
、
胆
沢
と
扶
波
の
聞
に
、
緊
急
に
一
駅
を
設
置
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
直
後
に
、

磐
基
駅
家
が
造
設

さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
ω

今
、
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
駅
家
が
設
定
さ
れ
て
か
ら
、
数
拾
年
後
に
は
既
に
北
西
隅
に
当
る
民
亥

隅
神
の
信
仰
が
習
俗
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ω

即
ち
、

『
三
代
実
録
』
の
貞
観
五
年
(
一
八
六
三
)
ハ
悦
)
、
元
慶
元
年
(
八
七
七
次
郎
〉
、

同
三
年

(
八
七
九
)
ハ
尽
の
条
を
見
る
と
、
官
庁
や
貴
族
の
邸
宅
に
戊
亥
隅
神
信
仰
が
渉
透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
@
而
も
、

そ
の
神
へ
の
授

位
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
信
仰
は
国
家
的
保
護
の
下
に
、
弘
普
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
ω

更
に
、
推
論
を
拡
大
す
る
と
、

貞
観
・
元
慶
の
時
に
記
事

ιな
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
延
暦
に
は
既
に
そ
の
信
仰
が
あ
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
東
北
地
方
で
は
西

北
の
風
を
特
に
警
戒
し
た
の
で
、
民
亥
隅
神
の
信
何
が
、
東
北
辺
境
の
駅
家
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
と
考
え
る
の
も
不
自
然
で
は
な

39 

も、。
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そ
の
戊
亥
隅
神
信
仰
の
た
め
に
、
北
西
隅
を
神
聖
視
し
た
余
り
に
、
駅
家
平
面
形
態
の
北
西
隅
を
闘
除
し
た
よ
う
な
形
に
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
ろ
う
ω

ま
た
北
西
隅
だ
け
、
陸
を
二
重
に
し
た
の
も
そ
の
象
徴
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
@
な
お
、
北
西
隅
を
闘
除
し
た
よ
う

に
、
北
東
・
南
西
方
向
に
外
周
土
塁
を
造
成
し
、
防
風
林
を
形
成
し
た
方
が
、
防
風
・
防
雪
の
効
果
は
大
き
い
の
で
あ
る
@
要
す
る
に
、

こ
の
場
合
も
、
信
仰
と
実
益
を
兼
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
@

四

古
代
陸
奥
辺
境
地
帯
に
お
り
る
交
通
路
研
究
の
謀
題

先
ず
、
陸
奥
の
古
代
官
道
は
、
蝦
夷
が
通
行
し
て
い
た
道
路
を
、
律
令
体
制
の
進
展
に
伴
な
い
編
入
し
、
所
謂
「
安
倍
道
」
を
官
道
と

し
て
踏
襲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
ω

次
は
、
陸
奥
の
駅
家
の
具
体
的
な
遺
構
は
一
例
し
か
想
定
し
得
な
い
ω

管
見
で
は
、
全
国
的
に
も
そ
の
例
は
な
い
と
思
う
ω

そ
の
具
体

的
事
例
を
模
式
的
に
駅
家
の
平
面
形
態
を
組
立
て
、
現
存
の
地
割
や
地
籍
図
並
び
に
航
空
写
真
か
ら
、
駅
家
の
所
在
を
検
出
す
る
試
薬
的

役
割
を
果
す
模
式
的
原
形
を
試
作
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
稿
で
あ
る
ω

然
し
、
そ
れ
は
拾
石
と
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
は

多
く
の
事
例
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
ω

な
お
、
今
後
も
続
け
て
試
論
を
検
討
し
た
い
@

特
に
、
そ
の
試
作
的
形
態
に
対
し
て
、
注
意
し
た
い
の
は
、
陸
奥
辺
境
に
立
地
す
る
駅
家
は
、
辺
境
と
い
う
特
殊
事
情
の
た
め
、
駅
家

の
守
護
と
北
北
西
・
北
西
の
季
節
風
を
警
戒
す
る
た
め
に
、
北
西
隅
を
変
形
化
し
た
平
面
形
態
を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
@

か
か
る
状
態
は
、
古
代
東
北
の
辺
境
部
の
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
Q

何
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
東
北
と
い
う
基
盤
を
理
解
せ
ず
し
て
、

把
握
し
得
る
も
の
で
は
な
い
ω

勿
論
、
わ
れ
わ
れ
は
、
蝦
夷
を
理
解
せ
ず
し
て
古
代
の
東
北
を
理
解
し
得
な
い
の
で
あ
る
@



本
研
究
の
一
部
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
総
合
研
究
「
日
本
古
代
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
(
研
究
代
表
京
都
大
学
藤
岡

謙
二
郎
教
授
)
に
よ
っ
た
。
総
合
研
究
進
行
に
つ
い
て
、
藤
岡
教
授
か
ら
種
々
お
世
話
に
な
っ
た
。
な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
東
京
教
育
大

学
浅
香
幸
雄
教
授
、
岩
手
大
学
川
本
忠
平
教
授
、
立
命
館
大
学
谷
岡
武
雄
教
授
に
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
併
せ
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
。

山
田
安
彦
(
一
九
五
八
)
先
・
原
史
遺
跡
よ
り
み
た
東
北
の
地
域
構
造
立
命
館
文
学
一
五
三
号
六
三

i
八
O
頁

山
田
安
彦
三
九
五
九
)
東
北
日
本
に
お
け
る
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯
|
地
域
構
造
の
推
移
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
試
論

文
学
一
六
九
号
五
一

l
六
六
頁

山
田
安
彦
(
一
九
六

O
)

東
北
日
本
に
お
け
る
歴
史
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
特
質
岩
手
史
学
研
究
三
三
号
三
九
|
四
人
貰

山
田
安
彦
(
一
九
六
七
)
東
北
に
お
け
る
歴
史
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
(
川
本
忠
平
・
長
井
政
太
郎
・
宮
川
善
造
・
渡
辺
操
共
編
日
本
地
誌

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
北
海
道
と
東
北
大
明
堂
所
収
)
二
七
二
|
二
八
六
頁

山
田
安
彦
(
一
九
七
二
)
古
代
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯
人
文
地
理
二
四
巻
四
号

}
l一
二
五
頁

山
田
安
彦
(
一
九
七
二
)
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
展
望
と
方
法
論
的
反
省
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年

報

三

二

巻

二

ニ

l
三
六
頁

山
田
安
彦
(
一
九
七
三
)
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
局
地
的
文
化
圏
歴
史
地
理
学
会
紀
要
一
五
巻
文
化
圏
の
歴
史
地
理
四

三
l
七
二
頁

(
2
)

前
掲
(
1
)
山
田
安
彦
(
一
九
七
二
)
古
代
東
北
に
お
け
る
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯
〈
前
掲
論
文
)
及
び
山
田
安
彦
(
一
九
七
二
)
律
令

国
家
の
漸
移
地
帯
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
展
望
と
方
法
論
的
反
省
(
前
掲
論
文
)
の
研
究
の
観
点
に
お
い
て
詳
論
し
て
お
い
た
。

(
3
〉
筆
者
の
い
う
漸
移
地
帯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
展
望
と
方
法
論
的
反
省
(
前
掲
論

文
)
に
詳
論
し
て
お
い
た
。

(
4
)

大
槻
文
彦
ご
九

O
一
)

大
槻
文
彦
A

一
九

O
一)

註
お
よ
び
参
考
文
献

(
1〉

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題41 

立
命
館

陸
奥
国
古
駅
路
考
歴
史
地
理
三
巻
六
号
四

O
七
|
四
-
五
頁

陸
英
国
古
駅
路
考
(
承
前
)
歴
史
地
理
一
二
巻
七
号
四
八
九
1
四
九

O
頁
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大
槻
如
電
(
一
九
一
一
)
駅
路
通
上
巻
西
東
書
底
(
東
京
)
六
三
|
九
一
頁

喜
田
貞
吉
(
一
九
二
ニ
)
陸
奥
海
道
駅
家
の
廃
置
を
論
じ
て
多
賀
城
碑
に
及
ぶ
歴
史
地
理
二
一
巻
五
号

新
野
直
吉
(
一
九
六
二
)
天
平
宝
字
三
年
紀
九
月
廿
六
日
条
私
解
続
日
本
紀
研
究
九
巻
二
一
号

新
野
直
士
口
(
一
九
六
三
)
令
制
水
駅
の
実
地
研
究
日
本
歴
史
一
八
四
号
一
四
l
三
五
頁

(
8
)

古
代
東
北
の
交
通
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
邸
岡
良
弼
(
一
九
O
三
)
『
日
本
地
理
志
料
』
(
全
一
五
巻
)
、
吉
田
東
伍
(
一
九
O
六
)
『
大

日
本
地
名
辞
書
』
及
び
平
山
常
太
郎
・
大
島
延
次
郎
・
田
村
栄
太
郎
・
和
島
芳
男
・
大
塚
徳
郎
・
司
東
真
雄
・
福
田
和
憲
の
誇
論
説
が
あ
る
。

(
9
)

昭
和
四
七
年
度
の
科
学
研
究
費
に
よ
り
総
合
研
究
「
日
本
古
代
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
が
京
都
大
学
藤
岡
謙
二
郎
教
授
を
代
表
し
て

実
施
さ
れ
、
筆
者
は
陸
奥
・
出
羽
両
国
を
分
担
し
た
。

(
M
N
)

筆
者
は
「
陸
奥
・
出
羽
の
駅
家
と
そ
の
主
要
道
」
と
題
し
て
、
執
筆
中
で
あ
る
。
昭
和
四
八
年
度
末
に
総
合
研
究
代
表
者
へ
提
出
の
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

(
日
)
板
橋
、
源
こ
九
五
九
)
岩
手
県
江
釣
子
村
新
平
遺
跡
発
掘
概
報

i
古
代
駅
家
擬
定
地

l
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
一
五
巻
七
三

!
九
一
頁

(
臼
)
国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
六
八
)
令
義
解
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)
一
一
七
一
l
l
二
七
八
頁

(
臼
)
国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
五
九
)
延
喜
式
後
篇
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)
七
一
三
頁

(
U
)

国
史
太
系
編
修
会
編
こ
九
六
八
)
続
日
本
紀
前
編
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)

国
史
大
系
編
修
会
一
編
(
一
九
六
八
)
続
日
本
紀
後
編
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)

(
日
)
国
史
大
系
編
修
会
(
一
九
七
一
)
日
本
後
紀
古
川
弘
文
館
(
東
京
)

(
日
)
弘
仁
八
年
一
二
月
二
五
日
太
政
官
符
国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
五
九
)
類
従
三
代
格
前
篇
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)
三
七
頁
。
延

暦
元
年
一
一
月
三
日
太
政
官
符
国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
五
九
〉
類
従
三
代
格
後
篇
吉
川
弘
文
館
〈
東
京
)
五
八
=
員

(口

)
F
E
R
B
-
〉・

5
E
)日

ω
E
-
z
m
E品
K
5
2
2
2
L
2
4〈
02向
。

5
8
2
8品
。
阻
害
5
2
L
a
H
E
R
S
-
E
B
R
E
E
-

回
出
ロ
ロ
【
日

ω目
白
唱

g
-
H
t
p
回。ュ
-P(ωn日
開
口
件
目
白
〈

2-担
問

〉

但

-
o
p
H由
白

ω)・

(
問
)
陸
奥
話
記
(
一
名
陸
奥
物
語
)
川
俣
馨
一
編
(
一
九
二
八
)
新
校
群
書
類
従
第
二
ハ
巻
一
六
|
二
三
頁

huv
黒
板
勝
美
編
(
一
九
三
五
)
吾
妻
鏡
前
編
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)
三
四
O
|
三
五
二
頁

(
5
)
 

(
6〉
(
7
)
 

四
二
五
|
四
四
七
頁



陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題

(
却
)
岩
手
県
教
育
委
員
会
こ
九
五
七
)
胆
沢
城
跡
|
水
沢
市
所
在
文
化
財
調
査
報
告
第
四
集
吉
川
弘
文
館
(
東
京
)

(
幻
)
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
(
一
九
六
八
)
諸
本
集
成
倭
名
類
軍
部
抄
臨
川
書
底
(
京
都
)
六
三
六
頁
胆
沢
郡
に
、

「
白
河
、
下
野
、
、
常
口
、
上
総
、
余
戸
、
白
馬
、
駅
家
」
と
あ
る
が
、
白
馬
は
白
鳥
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
掲
(
臼
)
に
は
、
白
鳥
駅
家
が
あ
る
。

こ
の
駅
家
跡
は
胆
沢
郡
前
沢
町
の
白
鳥
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

(
詑
)
吉
田
東
伍
(
一
九
O
六
)
大
日
本
地
名
辞
書
一
九
七
O
年
に
増
補
七
巻
奥
羽
富
山
房
五
九
九
頁

(
お
)
井
上
通
泰
(
一
九
四
三
)
上
代
歴
史
地
理
新
考
東
山
道
三
省
堂
(
東
京
)
四
五
三
頁

(
糾
)
前
掲

(n)
六
O
一
頁

(
部
)
前
掲
(
5
)

八
六
頁
明
治
四
四
年
(
一
九
一
一
)
当
時
、
既
に
焼
米
を
出
土
し
て
い
る
。

(
部
)
板
橋
源
(
一
九
六
O
〕
高
山
掃
部
長
者
伝
説
焼
米
出
土
遺
跡
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
-
六
巻
六
五

l
七
入
頁

(
幻
)
前
掲
(
m
A

〕
六
三
六
頁

(
却
)
前
掲
(
幻
)
四
五
三
l
i
四
五
四
頁

(
却
)
文
化
財
保
護
委
員
会
編
(
一
九
六
六
〉
全
国
遺
跡
地
図
(
岩
手
県
)
国
土
地
理
協
会
(
東
京
)
、
四
七
頁

(
却
)
日
本
後
紀
延
暦
二
三
年
五
月
一

O
日
前
掲
(
日
)
三
二
頁
原
文
に
は
、
距
離
の
表
示
は
、
「
賊
波
城
与
ユ
胆
沢
城
-
相
去
一
百
六
十
二
塁
」

と
あ
る
。

(
剖
)
前
掲
(
5
)

八
九
頁

(
泣
)
前
掲
(
包
)
六
一
一
一
頁

(
お
)
続
日
本
紀
天
平
宝
字
三
年
九
月
一
一
六
日
前
掲
(
U
)

続
日
本
紀
前
篇
二
六
五
頁

(
担
)
前
掲

(n)
六
一
一
一
頁
「
嶺
基
」
を
「
み
ね
も
と
」
と
読
ん
で
い
る
。

(
お
)
前
掲
(
詑
)
六
二
四
頁

(
部
)
コ
一
一
輪
秀
福
・
阪
牛
助
丁
・
梅
内
祐
訓
(
凹
斎
黒
川
盛
隆
)
八
一
八
O
六
V
旧
蹟
遺
聞
こ
巻
南
部
叢
書
刊
行
会
(
一
九
七
一
)
南
部
叢
書

七
巻
歴
史
図
書
社
(
東
京
)
三
九
・
四

O
頁

岩
手
県
編
(
一
八
七
七
)
岩
手
県
管
轄
地
誌
紫
波
郡
(
筆
写
本
)
八
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵

V

菅
野
義
之
助
(
一
九
二
二
)
郷
土
に
於
け
る
「
日
本
研
究
」
(
一
二

v
l岩
手
県
を
中
心
と
し
て

l
特
に
「
陸
奥
移
民
開
拓
史
の
概
要
」
と
芯

43 
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波
域
社
を
推
定
す
る
迄
の
仕
方
に
就
い
て
史
甑
六
巻
二
号
一
一
一
一
!
一
六
八
頁
(
一
五
五
l
一
六
入
頁
)

(
お
)
滝
名
川
と
北
上
川
の
合
流
点
付
近
藤
原
相
之
助
こ
九
二
ハ
)
日
本
先
住
民
族
史
仁
友
社

(
却
)
岩
手
県
教
育
会
紫
波
郡
部
会
編
こ
九
二
六
)
紫
波
郡
誌
三
八
|
四
八
頁

小
笠
原
謙
吉
(
一
九
二

O
)

志
波
城
と
磐
基
駅
に
つ
い
て
歴
史
地
理
三
五
巻
六
号
四
九
六
|
五

O
O頁

小
笠
原
謙
吉
〈
一
九
二
三
)
志
波
城
と
徳
丹
城
陛
岩
手
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
号
二
七
|
一
二
八
頁
(
岩
手
県
庁
文

化
課
所
蔵
)

九
州
叩
)
伊
能
嘉
矩
(
一
九
二
一
)
猿
ケ
石
川
流
域
に
お
け
る
上
代
の
発
展
遠
野
史
叢
第
一
A

篇
(
発
行
所
無
記
)
一
五
|
一
六
頁
(
岩
手
県
立

図
書
館
蔵
書
)

岩
手
教
育
会
上
閉
伊
郡
部
会
(
一
九
一
三
)
上
閉
伊
郡
志
向
部
会
発
行
四

O
頁

こ
の
他
、
邸
岡
良
弼
(
一
九

O
三
)
日
本
地
理
志
料
賊
波
郡
難
波
六
一
・
六
二
頁
(
浜
田
敦
開
題
八
一
九
六
六

V
日
本
地
理
志
料

臨
川
窪
田
底
〔
京
都
〕
四
三
三
頁
)
に
は
旧
志
和
村
に
比
定
し
て
い
る
。

(
M
U
)

日
本
後
紀
弘
仁
二
年
間
一
二
月
一
一
目
前
掲
(
臼
)
一

O
七
頁

(
位
)
内
務
省
ご
九
二
五
・
一
九
七
二
覆
刻
)
特
選
神
名
帳
思
文
閣
(
京
都
)
四
七
六
頁

板
橋
源
A

一
九
六

O
)

志
賀
理
和
気
神
奉
斎
考
奥
羽
史
談
三

O
号

一

i
七
頁

(
必
〉
雑
令
に
「
凡
十
分
為
ν
寸
、
十
寸
為
v
尺
、
一
尺
二
寸
為
エ
大
尺
一
尺
ヘ
十
尺
為
丈
。
」
、
凡
度
ν
地
、
(
略
〕
皆
用
ν
大
。
」
「
凡
度
v
地
、
五
尺
為
ν

歩
、
三
百
歩
為
v
星
。
」
と
あ
る
門
前
掲
(
ロ
)
令
義
解
三
三
三
頁
〕
。
と
こ
ろ
が
、
和
銅
七
年
(
七
一
四
)
以
降
は
、
令
の
小
尺
、
即
ち
常
用
尺

を
和
銅
の
大
尺
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
(
関
野
貞
八
一
九

O
七

V
平
城
京
及
大
内
裏
考
東
京
帝
国
大
学
紀
要
工
科
第
参
冊
一
入
|

一
九
頁
)
。
室
町
時
代
か
ら
距
離
に
、
町
・
呈
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
方
研
究
協
議
会
編
(
一
九
五
五
)
地
方
史
研
究
必
携
岩
波
書
庖
(
東
京
)
三

O
三
頁
に
、
大
宝
令
の
皇
制
で
は
、
大
尺
五
尺
を
一

問
、
六

O
聞
を
一
里
、
五
町
を
一
塁
と
し
た
が
、
和
銅
年
聞
に
は
曲
尺
(
令
の
大
尺
日
曲
尺
一
尺
二
寸
、
和
銅
大
尺
H
令
の
小
尺
H
曲
尺
一
尺

八
筆
者
註

V
)
六
尺
を
一
問
、
六

O
聞
を
一
町
、
六
町
を
一
里
と
改
め
た
と
あ
る
。

室
町
時
代
の
土
地
測
定
の
単
位
に
つ
い
て
は
、
玉
泉
大
梁
こ
九
一
五
)
室
町
時
代
の
田
租

さ
れ
て
い
る
。

奉
公
会
{
東
京
)

一
O
l一一
O
頁
に
論
説



前
掲
(
日
)
八
六
頁

紫
波
町
史
編
纂
委
員
会
編
(
一
九
七
二
)
紫
波
町
史
一
巻
紫
波
町
発
行
六

O
頁

(
必
)
和
賀
郡
新
平
村
絵
図
弘
化
二
年
百
間
四
寸
積
(
大
里
貞
之
助
、
北
田
易
人
、
大
矢
文
治
、
星
川
佐
仲
太
測
図
)
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵

地
図
番
号
第
百
八
十
号
整
理
番
号
二

O
九

(
川
崎
)
前
掲
(
ぬ
)
一
二
四
七
|
三
五
一
頁

(
幻
)
「
陣
ケ
岡
」
と
い
う
地
名
は
今
も
紫
波
郡
紫
波
町
古
館
の
字
名
と
し
て
残
存
し
て
お
り
、
ま
た
、
字
「
陣
ケ
悶
」
の
西
南
に
標
高
一
三
六
米
の

小
丘
が
あ
る
が
、
そ
の
丘
を
「
陣
ケ
岡
」
と
呼
び
、
そ
の
上
に
神
社
が
鎮
座
す
る
。
前
掲
(
印
)
三
四
七
頁

〈
必
)
内
務
省
地
理
調
査
所
(
一
九
四
七
)
発
行
一
九
三
九
年
修
正
測
図
五
万
分
の
一
地
形
図
「
日
詰
」
図
幅
の
中
央
部
古
館
村
と
不
動

村
の
境
を
介
在
し
て
「
海
道
町
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

(
組
〉
前
掲
(
制
)
紫
波
町
史
六
一
頁

(
印
)
一
九
七
三
年
八
月
臨
地
調
査
に
よ
り
確
認
。

(
日
)
一
九
七
三
年
八
月
臨
地
調
査
。
そ
の
『
道
路
台
帳
』
を
保
管
書
庫
か
ら
見
出
す
の
に
、
所
轄
課
の
坂
本
栄
喜
蔵
係
長
に
種
々
の
便
宜
を
は
か

A

っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
誌
上
を
か
り
て
謝
意
を
表
す
る
。

〈
臼
)
前
掲
(
M
H
U

紫
波
町
史
五
五
頁

h

日
)
-
九
七
一
年
・
↓
九
七
二
年
の
臨
地
調
査
に
よ
り
確
認
。

(
町
内

V

続
日
本
紀
延
暦
八
年
六
月
九
日
前
掲
(
H
H
)

続
日
本
紀
後
篇
五
三
七
頁

〈
回
)
公
式
令
行
程
条
「
馬
目
七
十
里
、
歩
五
十
里
、
車
三
十
里
。
」
前
掲
(
臼
)
二
六
六
頁
当
時
、
河
川
や
山
険
の
難
所
で
時
聞
を
経
過
し

た
も
の
も
里
数
に
加
算
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
山
地
に
お
い
て
は
下
り
は
上
り
よ
り
も
里
数
が
少
い
の
も
こ
の
遺
風
で
は
な
か
ろ

う
か
。

(
回
)
陸
中
国
紫
波
郡
土
館
村
「
地
押
図
」
縮
尺
百
間
ニ
付
四
寸
積
測
図
年
月
日
の
明
記
は
な
い
が
、
岡
村
『
官
有
地
第
三
種
箇
所
調
』

〈
明
治
一
八
年
八
一
八
八
五

V
目
録
第
五
三
ノ
コ
一
)
と
記
載
内
容
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
一
八
年
の
作
成
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
こ

の
地
押
図
の
閲
覧
と
地
図
上
の
吟
味
に
つ
い
て
は
、
紫
波
町
役
場
税
務
課
坂
本
栄
喜
蔵
と
企
画
課
の
玉
油
貞
夫
両
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
誌
ょ

を
通
じ
て
謝
意
を
表
す
る
。

(

川

叫

)

陸奥の古代交通路研究に関するこつの問題ー45



(
町
)
「
地
押
図
」
に
も
「
道
路
台
帳
」
に
も
「
安
部
道
」
と
註
記
し
て
あ
る
が
、
現
地
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
安
倍
道
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
安
倍
道

の
名
称
を
「
安
部
道
」
と
記
載
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
回
)
紫
波
郡
土
館
村
『
官
有
地
第
三
種
箇
所
調
』
の
探
求
に
つ
い
て
は
、
-
紫
波
町
役
場
、
坂
本
栄
喜
蔵
・
玉
山
貞
夫
両
氏
の
御
援
助
を
得
作
。
併
せ

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

(
印
)
前
掲
(
円
相
)
五
尺
一
歩
の
五
尺
は
高
麗
尺
で
曲
尺
の
一
尺
二
寸
で
あ
り
、
後
の
六
尺
一
間
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
、
五
町
一
呈
と
い
う
の
が
当
時

の
制
で
あ
り
、
六
町
一
旦
は
私
法
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
藤
田
元
春
(
一
九
二
九
)
尺
度
綜
考
万
江
書
院
(
東
京
)
一
四
O

|

一
四
六
頁

(
印
)
板
橋
、
源
・
田
中
喜
多
美
・
高
橋
藤
作
(
一
九
七
一
)
江
釣
子
村
史
江
釣
子
村
発
行
四
九
頁

(
飢
)
司
東
真
雄
(
一
九
六
七
)
七
・
八
世
紀
頃
の
通
路
考
日
本
歴
史
二
二
四
号
七
八
頁

(
位
)
岩
手
県
和
賀
郡
江
釣
子
村
役
場
保
管
こ
の
地
押
図
の
測
図
年
代
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
先
ず
、
東
和
賀
郡
と
明
記
し
て
あ
る
こ
と
は
、
明

治
二
一
年
(
一
入
七
九
)
一
月
か
ら
明
治
三

O
年
(
一
八
九
七
)
四
月
ま
で
の
聞
に
亘
っ
て
、
東
西
両
和
賀
郡
が
分
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
聞
に

測
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
(
岩
手
県
編
八
一
九
六
回

V
岩

手

県

史

八

巻

近

代

篇

三

一

入

七

l
三
三
八
頁
「
近
代
前
期
の

県
体
制
」
)
。
な
お
、
新
平
村
は
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
に
、
上
江
釣
子
・
下
江
釣
子
・
滑
回
・
新
平
・
鳩
岡
崎
・
北
鬼
柳
が
合
併
し
て
、

江
釣
子
村
と
な
っ
た
(
岩
手
県
総
務
部
地
方
課
八
一
九
五
七

V
岩
手
県
町
村
合
併
誌
一
六

l
六
七
頁
「
明
治
二
二
年
当
時
に
お
け
る
町
村
合

併
」
)
。
従
っ
て
、
こ
の
地
押
図
は
明
治
一
二
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
聞
に
測
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
臼
)
回
令
駅
間
条
「
凡
駅
回
、
皆
随
v
近
給
、
大
路
四
町
、
中
路
三
町
、
少
路
(
小
路
)
一
一
町
」
。
前
掲
(
ロ
)

(
倒
)
日
本
三
代
実
録
貞
観
五
年
二
一
月
三
日
国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
五
九
)
日
本
三
代
実
録
前
篇

(
臼
)
白
本
三
代
実
録
元
慶
元
年
四
月
一
三
日
国
史
大
系
編
修
会
編
(
一
九
五
九
)
日
本
三
代
実
録
後
篇

(
伺
)
日
本
三
代
笑
録
元
慶
三
年
間
一

O
月
一
三
百
前
掲
(
師
)
四
六
二
頁
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